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1. 本誌 は､物性物理 の研究 を共 同で促進 す るため､研 究者 が そ

の研 究意 見 を自由 に発 表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した

情 報 を速 や か に交換 しあ うことを目的 と して､毎 月1回編集 ･

刊行 され ます｡掲載 内容 は､研 究論 文 ､研 究 会 ･国 際会議 など

の報告 ､講義 ノー ト､石井究 に関連 した諸 問題 につ いての意 見､

プ レプ リン ト案 内､ ニ ュー ス な どで す ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原 則 と して審査 は行 ない

ませ ん｡但 し､編集 者 が本誌 に掲 載 す るこ とを著 しく不適 当 と

認 めた もの につ いて は､改 訂 を求 め丁､ また掲 載 は を手巨絶 す るこ

とがあ ります｡

3. 本誌 の掲 載論文 を他 の学術雑誌 に引用 す る と きは､著者 の承.

諸 を得 た 上 で private oommunioation扱 い に して下 さい ｡

投碍規定

1. 雑誌 のペ ー ジ数 を節約 す るため に原稿 は極 力簡潔 にお書 き下

さ い ｡

2. 原稿 は 400字 詰原稿 用紙 を使 用 して下 さい ｡

3. 数 式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Jotlrnal の投稿 規定 に準

じ､ ミス プリン トが生 じない よ うに適 当 を処 置 を とって下 さい｡

上 ツキ､下 ツキは特 に粉 わ しい ものの み を指定 して下 さい ｡

英字 の大 ､花文字 ､ ギ リシャの指 定 を忘 れ ない よ うに､ O と a

と0(ゼ ロ)､ uと nと r ､Cと e､I(エ ル)と 1(イチ )､x と

× (カケ ル)､ uとV等 が一番 間違 いやす いO

4. 数式 は 3行 にわた って大 きく書 いて下 さい ｡

5･ 1行以 内 にお さま らない可能｣生の あ る長 い数式 等 は必 ず改行

の際 の切 れ 目 を赤′で､指 定 して下 さい｡

6. 図 の縮 尺 ､拡 大 は致 しません ｡ 1頁以 内 に入 らない図 は原 則

と して著者 に返送 し､書 き改 めて いただ きます｡

7. 投稿後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原 則 と して作 りませ ん ｡ ど うして も別 刷 が入 用 を場 合

は､投稿 の際 に所要部 数 を50部単位 で 申込 んで下 さい｡別 刷 代

は下記方式 によ り､現 金 で納 入 して いただ きます｡

(郵券 よ る受付 はいた しませ ん｡)

p :物 研 出来 上 り員数

Ⅹ :別 刷所要部 数

a :別刷 1頁の代 金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷 代 - (ap+b)Ⅹ+送料

別刷代 金 は別刷 を受 って か ら､ 1ケ 月以 内 に納 めて下 さい｡

それ よ り遅 れた場 合 には遅滞追徴 金 を請 求 され るこ とが あ りま

す か ら､御注意 下 さい ｡

9･ 原稿 締 切 日は毎 月20日で原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ま

す｡



ニュ-ス

ニ ュ - ス

〔東京大学〕

○セ ミ ナ ー

5月 18日(水) 腰 塚 spinelchalcogenedeのラマン散乱

5月 20日 平 川 Meltingと Phonons

6月 1日 日 高 チタン酸バ リウム

6月 3日 小 玉 Dynamic propertiesofOne dimensional

Heisenbergmocle1

6月 10日 北 原 Diffusion ofa lightatom in solid

〔東京大学 ･物性研つ

○研 究 会

5月 26日 二次元電子系

｢強磁場による物性研究｣ プログラム

開催 日時 昭和 52年5月30日(月)･31日(火) (2日間 )

開催場所 東京大学物性研究所 Q棟 1棟 講義室

0 5月 30日(月)

10:30 (1) 開会の辞 (物性研 ) 近角聡信

10:40 (2) 超強磁場における赤外サイクロトロン共鳴 (20分 )

(物性研 ) o木戸義勇,三浦 登,秋広 誠,小黒 勇,

河内-芳,近角聡信

ll:10 (3) 超強磁場における Y｡Gax Fe5_x O12の副格子磁化 と

ファラデー回転 (20分)

(物性研 ) o三浦 登,木戸義勇,小黒 勇,秋広 誠,

河内-芳,近角聡信
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ニ ュ -ス

ll:40 (4) イメージコンバータ ･カメラによる超強磁場下

ス トリーク･スペクトロスコピー (20分)

(物性研 ) o木戸義勇,三浦 登,秋広 誠,近角聡信

昼 休 み 12:10- 13:30

13:30 (5) 超強磁場における磁化の測定 (10分)

(物性研 ) o秋広 誠,木戸義勇,三浦 登,近角聡信

13:50 (6) 金研における強磁場研究にっいて (10分)

(東北大金研)中川康昭

14:10 (7) ロング･パルス強磁場 (20分)

( ′′ ) 神垣知夫

14:40 (8) 極低温 ･高圧下におけるパルス磁場を用いた

磁化測定の計画 (15分 )

(北大理 ) 毛利信男

15:05 (9) 断熱消磁と磁性体- 3He間の熱抵抗 (20分)

(東北大金研)斎藤慎八郎

休 憩 15:35- 15:45

15:45 (10) 阪大強磁場の現状報告 (20分)

(阪大種 ) 伊達宗行

16:15 (ll) 極低温におけるサブミリ波 ESR (20分)

(阪大種 ) 本河光博

16:45 (12) サブミリ波 ESRとSH3項 (20分)

(阪大種 ) 黒田新一

17:15 (13) MnSiの磁気抵抗 (20分)

(阪大種 ) 森本 弘

05月 31日(火)

9:30 (14) 光学測定用横型スプリット超伝導マグネット(20分 )

(東北大金研)o仁科雄一郎,後藤武生,佐々木芳朗
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ニュ- ス

10:00 (15)超伝導強磁界 マグネット(20分)

(金材技研) 太刀Hf恭治

10:30 (16) In添加Nb3Snの高磁場特性 (20分)

(日大･理工)o秋浜良三,安河内 昂,

ll:00 (17) ノ､イブ リッド･マグネット(20分 )

(日大･理工) 安河内 昂

休 憩 11:30-ll:40

ll:40 (18)パルス断熱磁化によるNi+2塩の磁場中オーダー (20分 )

(阪大基礎工)o長谷田泰一郎,天谷喜一,和田信雄,

畑 雅成

12:10 (19)パルス磁場によるランダム混晶系 NixCo卜xC12･6日20

の磁化過程 と相変化 (20分 )

(阪大基礎工)0校浦基浩,村桧哲郎,渚富正樹,

長谷田泰一郎

昼 休 み 12:40-13:40

13:40 (20)強磁場における局在電子 (10分)

(物性研 ) 菅野 暁

14:00 (21) 強磁場によるMnAsの相転移 (20分 )

(東北学院大)o井門秀秋,金子武次郎

14:30 (22)超伝導マグネットによるパイライ ト型化合物の磁化現象 (15分)

(名大･工) 安達健五,o松井正顕

14:55 (23)銅置換型希土類

- コバル ト磁石の磁気異方性エネ/レギー ー (loヵ )

(富山大･養) o佐藤清雄,稲積満広

休 憩 15:15-15:25

15:25 (24)強磁場下の伝導電子の多体効果 (20分)

(物性研 ) 福山秀敏
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ニ ュ - ス

16:25 (26) 強磁場中の半金属 (Bi)における一次相転移 と

ゆらぎ(20分 )

(物性 研 ) 吉岡大二郎

16:55 (27) ビスマス単結晶の強磁場下の量子的熱磁気効果

(20分 ) (物性 研 ) o寿栄桧宏仁,小池洋二,田沼静-

17:25 (28) 高圧下ビスマスの磁気 一 光反射の測定 (10分 )

(東大･理) 三須 明

17:45 (29) 開会の辞 (阪大･理) 伊達宗行

世 話 人 (東北大金研)中川康昭, (阪大･理)伊達宗行

(物 性 研 ) 近角聡信 (代表者)

(物 性 研 ) 三浦 登

○ 談 話 会

5月 9日 "TheUseofPulsedNeutronSources fortheStudyof

Condenced Matter"

I).L.Price氏 (ア/レゴンヌ国立研究所)

5月 16日 "InelasticX-RayScattering from ElectronsinSolids''

P.Platzman氏 (ベル研究所)

5月 23日 "不斉分子間の相互作用"

斎 藤 喜 彦 氏 (物性研 )

5月 7日 "Electronson theSWfaeeofliq.He"

p.M.Platyman氏(ベル研 )

5月 14日 "ガン ドメインとモー ド選択 "

斎 藤 幸 夫 氏 (東大理 )

5月 21日 "Theoryofthe AnomalousBehaviorofgiantQuantum

AttenuationinBi"

吉 岡 大二郎 氏 (物性研 )
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ニュ-ス

〔名古屋大学〕

○ 研 究 会

日本金属学会 '77シンポジューム

｢電子論的観点から見た金属材料｣

東海支部 研究会 プログラム

日 時 5月20日(金)午後 - 21日 (土)午前

場 所 名古屋大学附属図書館視聴覚室

5月 20日(金)

(1) 13:00- 13:15(15分) はじめに - 錬金術いまむかし 一

安達健五 (名大･工･鉄鋼)

(2) 13:15- 14:05(50分) 金属および合金のバンド構造の現状

*浅野摂郎 (東大 ･教養 )

(3) 14:15- 14:40(25分) 陽電子消滅による金属材料の研究

野口精一郎 (名大･工･応物)

(4) 14:45- 15:10(25分) 合金の散漫散乱 とフェルミ面

大島建一 (名大･工･応物)

(5) 15:15- 15:40(25分) Au｡Mnの散漫散乱 と原子対相互作用

中島武洋 (名大･工･鉄鋼)

原田仁平 (名大･工･応物)

安達健五 (名大･工･鉄鋼)

(6) 15:45- 16:10(25分) Ni3MnおよびCuZnにおける秩序度の臨界緩和

八田一郎 (名大･工･応物)

(7) 16:15- 16:40(25分) 積層欠陥エネルギーからみた合金のフェルミ運動量

杉山 旭 (名大 ･教養 )

(8) 16:45- コメン ト等

5月21日(土)

(9) 9:30- 9:55(25分) クロム微粒子の磁性

桧尾 進 (名大 ･教養 )
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ニ.ユ- ス

(10)10:00-10:25(25分) 超微細 Liクラスターの製作と検出

紀本和男 (名大 ･教養 )

(ll) 10:30-ll:20(50分) 金属材料中の水素の状態 とNMR

*深井 有 (中央大･理工)

(12)ll:30-ll:55(25分) パイライ ト型化合物の金属-非金属転移 と磁気発生

安達健五 (名大･工･鉄鋼)

(13)12:00- しめ くくり

*は招待講演者

野口精一郎 (名大･工･応物)

○ 談 話 会

5月 21日 氷の相転移

オ-イオ大学 田 中 友 安 氏

5月 24日 超伝導希薄磁性合金における核スピン格子緩和

名大 ･理 絵 井 - 華 氏

6月22日 生体膜の構造研究に於る位相問題

阪大 ･基礎工 三 井 利 夫 氏
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プ レプ リン ト案内

プ レプ リン ト案内

〔東北大学 ･工学部 ･応用物理 ･桂研究室〕

TohruMorita

ThermodynamiclimitfわrarandomlsingmodelontheCayleytree.

T.MoritaandT.Horiguch

ExactlysolvablemodelofarandomclassicalHeisenbergmagnet.

T.HoriguchiandT.Morita

Modelofanantiferromagneticspinglass.

YasuhiroKasai

Percolationproblemsforlsingdiluteferromagnetswithrandomunited-bondelements.

ToshihiroIdogakiandNorikiyoUryu-

(StudyofrandomlydiluteIsingferromagnet)

ConcentrationexpansionstudyoftherandomlydiluteIsingferromagnetwithsecondneighbor

interaction.

MasuoSuzuki

Phenomenologicaltheoryofspin-glassesandsomerigorousresults.

T.K aneyoshi

Amorphousm agn etism.

D.Sherrington

Theoreticalproblemsinspinglasses.

D.Sherrington

Magnonsinasystemwithstrongspatialferro-antifTerromagneticcompetition.

K.Katsumata

ApproximationtothesusceptibilityinanS=00Two-dimensionalHeisenbergantiferromagnet.
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プ レプ リン ト案内

TakehikoOguchiandYohtaroUeno

Statisticaltheoryortherandom orderedphaseinthebondmodel:Uniformmagnetization･

TakehikoOguchiandYohtaroUeno

StatisticaltheoryoftherandomorderedphaseinaBethelattice.

M.E.Fisher

WallandboundaryfreeenergiesI.FerromagneticscalarsplnSystem.

TatuoKawasaki

Effectsofmagneticinteractionsonphaseseparationinbinaryalloys.

∫.C.Bonner,i.S.Jacobs,H.R.Hart,Jr.,L V.Interrante,G.D.Watkins,D.E.Prober,

W.P.Wolf

One-dimensionalmagneticvarietyinaFamilyorTTF-BIS-Dithiolenemetalcomplexcom-

pounds.

W.Kinzel

Concentrationdependenceorthetransitiontemperatureinsplnglasses.

W.KinzelandK.H.Fischer

Dynamicsofspinglasses.

ShunichiMuto

TheROPandtheGLPintheBethel'attice.

C.JayaprakashandH.JeffreyKatz

HigheトOrdercorrectionstotheel/2expansion･

TsuyoshiMurao

AtheoryorstructuralphasetransitioninOne-dimensionalmetallicsystem.
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プ レプ リン ト案内

〔東京大学 ･理学部 ･物理 ･久保研究室〕

(47) 1. HidetoshiFukuyamaandP.A.Lee

DynamicsoftheChargeDensityWaveI.

ImpurityPinnlnglnaSingleChain

(48) 1. P.A.LeeandHidetoshiFukuyama

DynamicsoftheChargeDensityWaveII.

Long-rangeCoulombEffectsinanArrayofChains

(49) 2. Ⅰ.Goldhirsh,E.LevichandV.Yakhot

BosonizationandRenormalizationGroup

TreatmentofQuantumHeisenbergModel

(50) 6. MasaharuTanemura,YasuakiHiwatari,HirotsuguMatsudaandTohruOgawa

GeometricalAnalystsOrCrystallizationortheSorトCoreModel

(51) 6. HideoHasegawa

A StudyofSpinFluctuationsinAntiferromagneticMetalsDescribedbythe

Nesting-TypeModel

(52) 6. JohnR.CaryandAllanN.Kaufman

PonderomotiveForce,LinearSusceptivility,and PseudomagneticField in

VlasovPlasma

(53) 8. K.Murayama,T.Ninomiya,HironariSuzukiandK.Morigaki

LuminescencewithShortDecayTimeinArsenicChalcogenideGlasses

(54) 10. HitoseNagara,JuiclliroHamaandTutoNakamura

PolarizationScreeningEffectontheChargeOrderinginMagnetite

(55) 21. A.J.LeggettandS.Takagi

orientationalDynamicsofSuper仙id3He:A吊Two-FluidMModel･Il･Orbital

Dynamics

(56) 21. G.0.Spies

ElementsofMagnetohydrodynamicStabilityTheory

(57) 21. HaroldGrad

MagneticConfinementFusionEnergyResearch
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編集後記

編 集 後 記

ここのところ,研究会報告が物性研究の主な部分を毎号占めている｡基研の研究会 も予

算不足で,参加出来る人が限られて しまうため,研究会報告として物性研究で多 くの人

に知 らせ られるのは価値あることだと思われる｡

この間,行なわれた或る研究会 の和気あいあいとしたビアパーティを見て,素粒子関

係の人が,物性の研究会は羨ましいと話 していた｡ 素粒子の研究会では;朝から晩まで

プログラムがぎっしり詰まっていて,話 しの内容 を消化するのに くたびれてしまい,研

究会が終わっても疲れはてて帰途にっ くのだそ うである｡ その話 しを本当だとすれば,

物性の研究会は非常に健全だと思われる｡

しか し,研究会報告 となると,ページ数に制限があるせいか,話 しの骨子だけの記述

となるので,参加 していない読者にとっては読みに くいものになっていると思われる｡

そこで,提案だが,少な くても世話人は,研究会全般にわたっての感想 と今後の問題点

方向性にっいての意見を研究会報告に付けて,研究会報告をまとめてもらえれば と思う｡

S.H.

物 性 研 究

第 28巻 第 4号

1977年 7月20日発 行

発行人 長 岡 洋 介
京都 市 左京 区北 白川追分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷 所
京都市上京区上長者町室町西入

TEL (441)1659(431)4789
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講読規定

個 人講 読

1･ 会 費 当会 の会費 は前納 制 をとって い ます ｡ した が って､ 3月

末 まで に な るだ け 1年間分 会費 を御支 払 い下 さい｡

なお新 規講読 の場 合 は下記 の会 費以外 に入 会金 と して､

100円 お支払 い下 さい｡

1年 間の会 費

1st volume 2, 340円

2nd volume 2,340円

計 4,680円
(1年分 ま とめて お支払 いが困難三の向 きは 1 volume分

ずう で も結 構 ですO)

2 支払 いの際 の注意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利用 の上 御糸内入下

さい｡

なお通 信 欄 に送 金 内容 を必 ず 明記 して下 さい ｡

3. 雑誌 購 売者 以外 の代理 人 が購 売料 を送 金 され る場 合 ､必 ず購

読者本 人 の名前 を明記 して下 さい ｡

4. 誌代 の支払遅滞 の場 合 :当会 の原 則 と して は､正 当 な理 由 を

く 2Vols.以上 の誌代 を滞納 され は場 合 には､送 本 を停 止 す る

こ とにな って い ます ので御留意 下 さい ｡

5. --括送 本 を受 け る場 合 :個 人 購読 中 に大学 等 で一 括配布 を受

け る様 に なった場 合 は､必ず ｢個 人購 読 中止 ､一 括配 布希望｣

の通知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様 で す｡

6. ､送本 先 変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変更 等送 本 先 が変 った場

合 は､必 ず送 本先 変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所 等機 関購 読

1. 会費 :学校 ･研 究所等 で の購読 及 び個 人 で あって も公費払 い

の と きは機 関 会員 とみ な し､代 金 は､1Vol.4,380円 ､1冊

730円 です｡ この場 合､入 会金 は不要 で す ｡ 学 校 ､研 究所 の会

費の支 払 い は後払 いで も結構 で +o しか し購 読 申込 み を され る

時 に支払 い に必要 を請 求 見積 ､納 品書 各 何通 必要 なの か をお知

らせ下 さい ｡

をお､当 会の請 求 書類 で は支払 い がで きない様 で した ら､貴

校 ､貴研 究機 関 の請 求 薄類 を送 付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 の連 絡 :発行途 上 あ る volume の購読途 中

中止 は認 め られ ませ ん｡購読 中 止 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐ

らい に中止時期 を明記 して ｢購読 中止屈｣ を送 付 して下 さい ｡
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